


パルテノン多摩
リニューアル 映画祭 TAMA CINEMA FORUM 会場の歴史

現在の多摩市役所広場に建てられていた市民
ホールで、第1回開催から第18回までの映画祭メ
イン会場となりました。
2009年3月の閉館をうけ、第18回映画祭では
「ありがとうやまばとホール」と題して映画『歩いても
歩いても』の上映と是枝裕和監督を招いたトーク
ショー等を行い、映画祭草創期を支えた会場に別
れを告げました。

普段の実行委員会も開催されているTCFの
ホームベース。映画祭期間外には特別上映会
も開催されるなど、活動全体を支える大切な会
場です。

第10回より映画祭会場に仲間入り。同じく第
10回にスタートした「TAMA NEW WAVE」の
コンペティション会場として日本映画界に新しい
風を送り込みつづけています。

第5回より映画祭の中心的会場として、数多くの豪華ゲストにご来場いただきました。第19回からは
TAMA映画賞がスタートし、大ホールで行われる授賞式は映画祭の目玉になりました。

TAMA映画賞授賞式は、中央大学、府中市の協
力のもと市外会場での開催となりました。

改修工事を終え、2022年7月にパルテノン多
摩がリニューアルオープン。第32回では4年ぶりに
大ホールでのTAMA映画賞授賞式が開催され
ます。新会場で生まれる新たなTCFの歴史にも
ご期待ください！

我が映画祭は今年で第32回目となる。この映画祭の仕組みは元々メイン会場であっ
た多摩市公民館ホール(後にやまばとホール)を基準に運営してきた。具体的には料
金の設定やチケットの一日通券制等々…。そして、この会場での開催は手作り感満
載であり、全くの市民企画そのもの…。会場周辺に飲食店が無いために実行委員会
で弁当・カップラーメン等を販売していた。また、ゲストが来るとロビーでスタッ
フと集合写真を撮ることも多々あり、これも楽しかったなあ…。しかし、このホー
ルは第18回目で終了し、取り壊されたのがとても残念。我が映画祭も第19回からは
大きく舵を切らなければならないことになったのがメイン会場の変更であったよう
な気がする。

第5回から中心的な会場であるパルテノン多摩が使用できない期間とコロナ禍で
映画祭開催規模縮小を余儀なくされた時期が被ったことは、偶然ながら幸運だっ
たと今にして思います。TAMA映画賞授賞式では、2019年の中央大学での開催が
印象に残っています。照明が思うように調整できないなど年季の入ったホールに
苦労した面もありましたが、休日に学食を開けていただいたくなど大学側の全面
協力があって、最もアットホームな授賞式になったと懐かしく思い出します。
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